
從
五
位
下
備
�
守
田
中
�
臣
淨
足
　
一
首

　
　
ノ　
　
ニ
　
　
ス

五
言
晩
秋
於
二

長
王
宅
一

宴

　
　
　
ト
メ

コ
コ
ニ

ク
レ
ヌ

�
　
�
　
秋
　
云
　
暮

　
　
　
　
ト
シ
テ

　
　
ニ

　
　
シ

飄
　
飄
　
葉
　
已
　
涼

　
　
キ

　
　
ヲ

西
　
園
　
開
二
　

曲
　
席
一

　
　
ク

　
　
ヲ

東
　
閣
　
引
二
　

珪
　
璋
一

　
　
レ

水
　
底
　
�
　
鱗
　
戲

　
　
シ

巖
　
�
　
菊
　
氣
　
芳

君
　
侯
　
愛
　
客
　
日

　
　
フ

　
　
ニ

霞
　
色
　
泛
二
　

鸞
　
觴
一

  

、
、

　
　
リ
　
　
テ
　
　
ヲ　
　
ス
　
　
ト

△

△

　
新
羅
客
の
三
字
有
り
し
な
ら
ん
。
珪
璋
『
禮
記
』
に
有
二

以
レ

少
爲
レ

貴
�
一

圭
璋
特
と
。『
�
心

△

△

　
　
ヲ

雕
龍
』
に
圭
璋
挺
二

其
惠
心
一。
英
華
秀
二

其
�
氣
一

と
。
美
玉
を
以
て
、
人
品
の
美
に
譬
へ
、
�
�

  

、
、

藻
の
美
に
譬
ふ
。
君
侯
は
長
王
を
指
す
。

　
此
の
篇
唐
の
五
律
の
正
法
。
一
二
の
句
は
時
�
を
敍
し
、
三
四
の
句
は
招
宴
の
本
旨
を
敍
し
、

五
六
の
句
は
庭
中
秋
日
の
景
色
を
敍
し
、
七
八
の
句
は
宴
の
宴
た
る
第
一
義
に
歸
結
す
。
�
に

出
る
、
金
漢
星
楡
の
篇
と
軒
輊
無
き
を
覺
ゆ
。



左
大
臣
正
二
位
長
屋
王
　
三
首
【
五
十
四
、
�
四
十
六
】

　
　
ス
　
　
ニ

五
言
元
日
宴
應
レ

詔　
　
ニ

年
　
光
　
泛
二
　

仙
　
�
一

　
　
ス

　
　
ヲ

月
　
色
　
照
二
　

上
　
春
一

ヒ
ラ
キ

玄
　
圃
　
�
　
已
　
放

　
　
ス
　
　
　
　
　
ナ
ラ
ン
ト

紫
　
庭
　
桃
　
欲
レ
　

新

　
　
リ

　
　
ニ

柳
　
絲
　
入
二
　

歌
　
曲
一

　
　
ム

　
　
ヲ

�
　
香
　
染
二
　

舞
　
巾
一

コ
コ
ニ

　
　
ノ

於
　
焉
　
三
　
元
　
�

　
　
フ

　
　
ノ

共
　
�
　
望
　
雲
　
仁

　
長
屋
王
は
�
に
も
擧
ぐ
、
天
武
天
皇
の
孫
、
高
市
親
王
の
子
、
官
式
部
�
左
大
臣
。
天
�
元

年
讚
に
�
ひ
て
自
殺
す
。
世
に
佐
保
大
臣
と
稱
す
。

  

、
、

  

、
、

  

、
、

  

、
、

  

、

　
仙
�
、
禁
�
、
�
ち
禁
苑
な
り
。
上
春
は
一
月
な
り
。
玄
圃
も
紫
庭
も
共
に
宮
園
を
曰
ふ
。
柳

  

、

  

、
、
、
、
、

絲
は
新
柳
の
條
絲
、
上
春
に
歌
ふ
曲
。
�
香
染
舞
巾
、
元
日
宮
廷
中
の
人
、
�
香
を
以
て
巾
を

染
む
る
な
ら
ん
。
凡
品
�
す
る
に
及
ば
ず
。

　
　
ニ
　
　
ス

　
　
ノ　
　
ヲ

　
　
ヲ

五
言
於
二

寶
宅
一

宴
二

新
羅
客
一

一
首
賦
得
二

煙
字
一

　
　
キ

　
　
ヲ

高
　
旻
　
開
二
　

�
　
照
一

　
　
　
タ
リ

遙
　
嶺
　
靄
二
　

�
　
煙
一

　
　
　
　
　
ス
ル
コ
ト

　
　
ノ

　
　
ヲ

有
レ
　

愛
二
　

金
　
�
　
賞
一

　
　
シ
　
　
　
　
　
ル
ゝ
コ
ト

　
　
ノ

無
レ
　

疲
二
　

風
　
月
　
筵
一

　
　
ノ

桂
　
山
　
餘
　
景
　
下

　
　
ナ
リ

菊
　
浦
　
落
　
霞
　
鮮

　
　
レ　
　
　
　
フ
コ
ト

　
　
　
　
タ
ル
ト

莫
レ
　

謂
　
滄
　
波
　
隔



　
　
ク
　
　
　
ル
ル

　
　
ニ

ヒ
カ
ル

長
　
爲
二
　

壯
　
思
　
延
一

  

、
、

　
寶
宅
の
�
字
異
な
る
も
の
と
思
ひ
し
が
、
次
の
詩
に
作
寶
樓
と
あ
り
、
樓
名
な
れ
ば
長
屋
王

  

、
、

  

、
、

が
客
堂
の
謂
。
作
寶
は
�
ち
佐
保
の
こ
と
な
り
。
高
旻
は
高
天
な
り
。
�
照
乃
ち
夕
照
開
き
得

  
、
、

  

、
、
た
な
び

  

、
、
、

て
燦
た
り
。
而
し
て
遙
嶺
は
�
煙
が
靄
く
。
晩
餐
會
の
催
し
な
る
こ
と
知
る
べ
し
。
金
�
賞
は

  

、

未
だ
出
典
を
知
ら
ざ
る
が
、
�
詞
第
一
の
賞
を
愛
す
る
と
の
意
な
ら
ん
。
�
詞
を
�
る
に
は
風

  

、
、

  

、

  

、

月
筵
に
疲
る
ゝ
こ
と
無
し
、
疲
る
ゝ
人
は
賞
を
受
く
る
資
格
無
き
人
。
古
溪
案
ず
。
新
羅
客
に

  

、
、

  

、
、

對
し
、
�
友
の
厚
意
を
示
す
に
あ
ら
ざ
ら
る
か
。
桂
山
、
菊
浦
は
秋
日
な
れ
ば
假
設
し
て
の
名

  

、
、
、

  

、

な
ら
ん
。
滄
波
隔
、
新
羅
と
日
本
と
は
一
衣
帶
水
、
何
ぞ
隔
つ
と
言
は
ん
。
爲
は
「
タ
メ
」
の

仄
聲
に
あ
ら
ず
、「
ル
ル
」
の
�
聲
な
り
、
此
の
一
字
を
�
聲
と
す
れ
ば
、
�
體
完
好
の
好
律
と

爲
る
。

　
　
ニ

五
言
初
春
於
二

作
寶
樓
一

置
酒

　
　
ハ

　
　
シ

景
　
麗
　
金
　
谷
　
室

　
　
ハ

　
　
ク

　
　
ノ

年
　
開
　
積
　
草
　
春

　
　
テ

　
　
キ

　
　
ヲ

松
　
煙
　
雙
　
吐
レ
　

�

　
　
テ

　
　
ム

　
　
ヲ

櫻
　
柳
　
分
　
含
レ
　

新

　
　
ハ

　
　
シ

　
　
ノ

嶺
　
高
　
闇
　
雲
　
路

　
　
ハ

　
　
ノ

魚
　
驚
　
亂
　
藻
　
濱

　
　
　
シ
テ
　
　
ヲ
　
　
　
セ
ハ

　
　
ヲ

激
レ
　

泉
　
移
二
　

舞
　
袖
一

ヒ
ビ
ク

　
　
ニ

流
　
聲
　
韵
二
　

松
　
�
一

  

、
、

　
金
谷
は
晉
の
石
崇
の
別
墅
の
在
り
し
地
名
。
石
崇
字
は
季
倫
、
賓
客
を
會
し
、
詩
の
成
ら
ざ

  

、
、

セ
キ
サ
ウ

セ
キ
ソ
ウ

  

、

  

、

る
�
は
酒
を
三
斗
飮
し
む
。
春
な
れ
ば
積
草
を
用
ひ
し
な
ら
ん
、
積
草
は
石
崇
な
り
。
松
と
煙

  

、

  

、
ブ
ン
ブ
ン

  

、
、

  

、
、

  

、

と
雙
ん
で
�
色
。
櫻
も
柳
も
分
分
に
新
容
を
呈
す
。
嶺
高
、
高
處
の
景
。
魚
驚
低
處
の
景
。
激

  

、泉
十
字
、
意
義
明
白
な
ら
ず
、
�
字
も
あ
ら
ん
。
流
聲
の
聲
、
或
は
他
の
字
な
ら
ん
。



從
三
位
中
�
言
�
催
�
宮
長
官
安
倍
�
臣
廣
庭
　
二
首
【
年
七
十
四
】

　
　
ス
　
　
ニ

五
言
春
日
侍
レ

宴

　
　
シ

　
　
ニ

�
　
衿
　
感
二
　

淑
　
氣
一

　
　
ク

　
　
ヲ

高
　
會
　
啓
二
　

芳
　
春
一

　
　
ハ

　
　
ツ

　
　
ク

　
　
チ

�
　
五
　
齊
　
濁
　
盈

ガ
ク
ハ
　
　
ン

　
　
ク

　
　
ウ

　
　
ス

樂
　
萬
　
國
　
風
　
陳

　
　
テ

　
　
　
シ
ク

�
　
舒
　
桃
　
苑
　
香

　
　
　
ナ
リ

草
　
秀
　
�
　
筵
　
新

　
　
　
ヘ
リ

堤
　
上
　
飄
二
　

絲
　
柳
一

　
　
ク

波
　
中
　
�
二
　

錦
　
鱗
一

　
　
シ

　
　
ニ

濫
　
叨
　
陪
二
　

恩
　
席
一

　
　
テ

　
　
ヲ

　
　
ツ

　
　
ノ
　
　
　
キ
ヲ

含
レ
　

毫
　
愧
二
　

才
　
貪
一

  

、
、

  

、

  

、
、

  

、
、

　
廣
庭
は
御
主
人
が
子
。
御
宴
に
侍
し
て
の
詩
。
天
子
淑
氣
に
�
じ
玉
ひ
、
今
日
芳
春
の
高
會

  

、
、

  

、

  

、
、
、
、
、

  

、

を
啓
き
玉
ふ
。
�
五
、
濁
酒
が
五
�
に
盈
つ
と
な
り
。
樂
萬
國
風
陳
、
新
羅
の
賓
も
加
は
る
な

ら
ん
、
故
に
國
風
陳
の
字
あ
り
。
國
風
は
詩
な
り
。
古
は
�
侯
各
、
其
の
國
の
民
俗
歌
謠
を
以

が
く

て
天
子
に
貢
す
。
而
し
て
樂
官
に
列
す
る
�
、
是
を
國
風
と
爲
す
。
其
の
人
を
�
ず
る
。
風
の

物
を
動
か
す
が
如
き
を
謂
ふ
な
り
。『
毛
詩
』
の
周
南
、
召
南
、
�
風
の
篇
の
如
き
、
皆
國
風
と

が
く

ま
ん

  

、
、

謂
ふ
。
是
の
句
の
讀
方
、「
�
ハ
五
ツ
齊
シ
ク
濁
盈
」、「
樂
は
萬
に
し
て
國
風
陳
ス
」
と
訓
む
。

�
舒
以
下
四
句
は
皆
春
日
の
景
色
。
九
十
の
二
句
は
、
今
日
宴
に
侍
し
て
其
の
無
能
を
愧
づ
と

謝
す
る
な
り
。

　
　
ノ　
　
ニ
　
　
ス

　
　
ノ　
　
ヲ

五
言
秋
日
於
二

長
王
宅
一

宴
二

新
羅
客
一

賦
得
二

流
字
一

イ
ウ

　
　
ミ

山
　
�
　
臨
二
　

幽
　
谷
一

　
　
ス

　
　
ニ

松
　
林
　
對
二
　

晩
　
流
一



　
　
キ

　
　
ヲ

宴
　
庭
　
招
二
　

�
　
使
一

　
　
ク

　
　
ヲ

離
　
席
　
開
二
　

�
　
�
一

　
　
ハ

　
　
ム

�
　
息
　
涼
　
風
　
暮

雁
　
飛
　
明
　
月
　
秋

　
　
テ

　
　
ノ

傾
二
　

斯
　
�
　
菊
　
酒
一

　
　
ク
　
　
　
セ
ン

　
　
ノ

　
　
ヲ

願
　
慰
二
　

轉
　
�
　
憂
一

  

、

ま
ど

ま
ど

  

、
、

　
�
は
「
マ
ド
」、
�
�
と
成
語
し
て
、
壁
に
あ
け
た
る
窗
。
格
子
を
は
め
た
る
窗
。
晩
流
、
晩

  

、
、

  

、
、

  

、
、

日
が
流
水
に
移
る
時
刻
。
�
使
は
新
羅
の
客
。
�
息
、
雁
飛
の
二
句
十
字
頗
る
佳
。
秋
な
れ
ば

  

、
、

  

、
、

涼
風
、
秋
な
れ
ば
明
月
。
傾
は
十
分
に
飮
で
の
意
。
菊
�
を
酒
に
�
し
て
飮
む
、
�
菊
酒
は
是

  

、
、
、

れ
な
り
。
延
命
の
爲
め
な
り
と
云
ふ
。
轉
篷
憂
、
客
と
爲
て
日
本
に
來
�
す
る
、
其
の
客
中
の

憂
を
慰
め
ん
と
な
り
。

　
�
篇
も
�
仄
法
整
正
と
し
て
、
�
家
に
�
る
も
の
あ
り
。



大
宰
大
貳
正
四
位
下
紀
�
臣
男
人
　
三
首

七
言
�
二

吉
野
川
一

　
　
リ

　
　
テ

　
　
テ

萬
　
�
　
崇
　
巖
　
�
　
成
　
秀

　
　
ノ

　
　
ニ

ワ
カ
ツ
　
　
ヲ

千
　
�
　
素
　
濤
　
�
　
析
レ
　

流

　
　
　
シ
テ　
　
　
ン
ト

　
　
ノ

　
　
ヲ

欲
レ
　

訪
二
　

鍾
　
池
　
越
　
潭
　
跡
一

　
　
フ

　
　
ニ

留
　
�
　
美
　
稻
　
�
二
　

槎
　
洲
一

み
な
か
み

お
ほ
　
い
　
と
　

　
吉
野
川
は
大
和
國
に
在
り
、
水
上
は
大
臺
原
山
に
出
づ
、
東
よ
り
西
に
流
れ
、
吉
野
山
麓
に

至
て
、
南
流
、
紀
州
紀
の
川
に
出
で
、
以
て
熊
野
川
に
合
流
す
る
な
り
。
吉
野
郡
は
大
和
一
國
、

  
、
、
、
、
、
、
、
、

第
一
の
山
郡
に
て
東
西
南
北
、
皆
重
疊
山
嶺
の
み
、
萬
�
崇
巖
千
�
素
濤
、
其
の
眞
に
�
る
の

  

、
、
、
、
、
、
、

△

　
　
シ
　
　
タ

語
な
り
。
欲
訪
鍾
池
越
潭
跡
、『
晉
書
』「
王
羲
之
傳
贊
」
に
曰
く
、
伯
英
臨
池
之
妙
。
無
二

復
餘

　
　
シ　
　
　
ケ
ル

　
　
ヲ
　
　
　
ナ
リ

　
　
　
　
ル
コ
ト

△

オ
ヨ
ン
デ

　
　
ニ

　
　
シ

　
　
ハ

　
　
　
ニ
シ　
　
ヲ

　
　
ニ

蹤
一。
師
宜
レ

懸
二

帳
之
奇
一。
罕
レ

有
二

遺
跡
一。
�
二
　

乎
鍾
王
以
降
一。
略
可
レ

言
焉
。
鍾
雖
下

擅
二

美
一
時

タ
リ
ト

　
　
　
　
ズ
レ
バ
　
　
　
ス
ヲ　
　
ヲ

　
　
ハ　
　
リ

　
　
　
　
ス
レ
バ

　
　
シ

　
　
　
ス
ヲ　
　
ヲ

一。
亦
爲
中

廻
�
上。
論
二
　

其
盡
一レ

善
。
或
有
レ

�
レ

疑
。
詳
二

察
　
古
今
。
�
�
篆
素
。
盡
一レ

善
盡
乙

美
。

　
　
リ

　
　
シ
△

　
　
リ

ヲ
ツ
ク
リ　
　
ヲ

　
　
テ

其
唯
王
�
少
乎
。『
南
越
志
』
に
、
綵
安
縣
北
有
二

�
山
一。
昔
越
王
建
�
。
伐
レ

木
爲
レ

�
。
以
二

童

　
　
ヲ
ヒ
カ
シ
ム
ヲ

△

　
　
ニ　
　
ク

　
　
ニ　
　
リ

　
　
ニ

男
女
三
十
一

牽
レ

之
。
�
而
人
�
倶
墮
二

于
潭
一。
時
聞
附
�
有
下

倡
二

喚
督
�
一

之
聲
上。
往
往
有
二

�
牛

　
　
ニ　
　
ツ

  

、
、

馳
囘
與
レ

�
倶
墮
一。
共
に
其
の
�
流
の
危
險
を
言
ふ
。
留
�
の
七
字
意
義
未
レ

檢
。

　
　
ス

　
　
ニ

五
言
�
二

從
吉
野
宮
一

　
　
ル

　
　
ニ

鳳
　
蓋
　
停
二
　

南
　
岳
一

　
　
ス

�
　
�
　
智
　
與
レ
　

仁

　
　
テ

　
　
ト

ソ
ン

　
　
リ

嘯
レ
　

谷
　
將
レ
　

�
　
語

　
　
ヲ

　
　
ニ

　
　
ニ

　
　
ス

　
　
ヲ

攀
レ
　

藤
　
共
　
許
レ
　

親

峯
　
巖
　
夏
　
景
　
變

泉
　
石
　
秋
　
光
　
新

此
　
地
　
仙
　
靈
　
宅



　
　
　
ヒ
ン

　
　
ノ

何
　
須
　
姑
　
射
　
倫

　
　
ノ

　
上
市
に
�
き
處
、
單
に
芳
野
に
て
、
丹
生
明
�
の
地
方
を
南
芳
野
と
稱
す
る
は
今
日
の
地
理

な
る
が
、
古
は
吉
野
を
總
稱
し
て
南
岳
と
喚
し
な
る
べ
し
。『
日
本
紀
』
に
曰
く
、
三
年
乙
丑
【
持

　
　
ニ

　
　
ニ

　
　
ニ

統
天
皇
】
正
月
天
皇
幸
二

吉
野
宮
一、
八
月
幸
二

吉
野
宮
一、
四
年
庚
寅
二
月
幸
二

吉
野
宮
一、
五
年
幸
二

　
　
ニ

　
　
ニ

　
　
ニ

吉
野
宮
一、
五
月
辛
卯
正
月
幸
二

吉
野
宮
一、
四
月
幸
二

吉
野
宮
一、
と
天
皇
が
吉
野
を
愛
し
玉
ふ
こ
と

知
る
べ
し
。
從
て
柿
本
人
�
呂
や
、
弓
�
皇
子
の
歌
な
ど
有
名
の
も
の
た
る
な
り
。
因
て
考
ふ
、

ミ

ヨ
シ
ノ

ノ

タ
マ
マ
ツ
ガ

ヱ

ハ

ミ

『
萬
葉
』に
三
芳
野
乃
玉
松
之
枝
�
の
三
は
芳
野
に
北
と
か
西
と
か
南
と
此
の
三
あ
り
し
も
の
か

と
。
勿
論
三
は
御
に
し
て
三
井
寺
を
三
井
寺
と
書
す
る
類
多
し
。
然
れ
ど
も
三
井
寺
に
は
、
實

際
�
假
中
三
諦
の
三
箇
の
井
水
あ
り
し
な
り
。
何
ぞ
必
ず
し
も
御
の
意
な
ら
ん
。
而
か
も
今
は

△

△

ヨ
シ

考
證
の
用
な
し
。
今
此
の
天
皇
は
持
統
な
り
や
、
�
武
な
る
や
未
詳
。
寺
は
與
に
作
る
本
が
可
。

  

、
、  

、

  

、
、

  

、

智
與
仁
山
と
水
と
を
�
ぬ
る
な
り
。
嘯
谷
嘯
く
と
雖
も
、
答
ふ
る
も
の
は
猿
聲
の
み
。
路
無
き

  

、

  

、

  

、
、

  
、
  

、
、
、

  

、
、

�
は
藤
に
攀
て
登
る
。
藤
と
我
と
親
み
深
し
。
夏
景
は
已
に
變
じ
、
今
日
は
秋
光
新
な
り
。
此
地

ソ
ノ
マ
マ  

、
、

  

、
、

は
居
然
仙
靈
の
窟
宅
す
る
�
な
り
、
姑
射
の
�
山
の
別
に
問
ふ
の
�
無
し
。

五
言
七
夕　

　
　
ス
ル
　
　
ニ

犢
　
鼻
　
標
レ
　

竿
　
日

　
　
　
ス
ノ

　
　
ニ

�
　
腹
　
�
レ
　

書
　
秋

風
　
亭
　
�
二
　

仙
　
會
一

　
　
ス

　
　
ヲ

針
　
閣
　
賞
二
　

�
　
�
一

　
　
ハ
　
　
　
ナ
リ

　
　
ノ

月
　
斜
　
孫
　
岳
　
嶺

　
　
ハ

　
　
ス

　
　
ノ

波
　
激
　
子
　
池
　
流

　
　
ザ
ル
ニ

　
　
タ

ミ
タ

歡
　
�
　
未
レ
　

充
レ
　

�

天
　
漢
　
曉
　
光
　
�

  

、
、

　
犢
鼻
は
犢
鼻
褌
の
略
な
り
。
犢
は
兒
牛
な
り
、
兒
牛
の
鼻
の
如
き
形
な
れ
ば
な
り
。
一
字
に



フ
モ
ド
シ

ふ
ど
し
　

て
褌
と
も
書
す
、
褌
襠
と
も
書
す
。
和
名
「
タ
フ
サ
ギ
」「
ス
マ
ノ
モ
ノ
」「
フ
ド
シ
」「
フ
ン
ド

  

、
、
、

△

シ
」
は
賤
�
の
俗
語
。
標
竿
日
、
晉
の
阮
咸
と
云
ふ
奇
人
、
七
月
七
日
に
竿
を
以
て
大
布
の
犢

  

、
、
、
、
、

カ
ク

鼻
褌
を
庭
に
掛
け
て
曝
せ
し
事
あ
り
。
�
腹
�
書
秋
、
晉
の
�
�
は
七
月
七
日
、
白
晝
外
に
出

て
仰
臥
す
。
人
恠
し
む
、
此
酷
�
に
臥
つ
て
樂
し
む
は
何
事
ぞ
と
。
�
曰
く
、
世
人
は
衣
�
を

サ
ラ�

し
、
富
に
誇
る
も
、
我
は
衣
�
の
�
す
べ
き
無
し
、
胸
中
に
萬
卷
の
書
あ
り
、
是
れ
以
て
腹

  

、
、

  
、
、

を
�
す
な
り
と
。
風
亭
、
針
閣
、
唐
の
宮
中
七
夕
の
夜
、
宮
女
各
の
九
孔
の
針
、
五
色
の
線
を

執
て
、
月
に
向
て
之
を
穿
つ
、
�
る
�
巧
を
得
た
り
と
爲
す
。
梁
時
は
雙
眼
針
を
用
ふ
と
云
ふ
。

  

、
、

  

、
、

  

、
、

針
閣
の
字
よ
り
針
樓
と
用
ふ
る
も
の
多
し
。
孫
岳
、
子
池
、
未
考
。
歡
�
、
此
の
夕
を
賞
す
る

�
は
、
總
て
牽
牛
と
織
女
星
に
關
す
る
こ
と
が
第
一
義
で
あ
れ
ば
、
賞
す
る
�
も
思
ひ
此
に
至

  

、
、

  

、

ら
ざ
る
を
得
ず
。
而
か
も
夜
は
短
な
り
、
忽
に
し
て
曉
光
の
�
ぶ
を
見
る
、
是
れ
之
れ
奈
何
せ

ん
。



正
六
位
上
但
馬
守
百
濟
�
和
�
呂
　
三
首
【
年
五
十
六
】

　
　
テ

　
　
ノ

五
言
初
春
於
二

左
僕
射
長
王
宅
一

讌

　
　
ヘ

　
　
ヲ

帝
　
里
　
�
二
　

春
　
色
一

　
　
ク

　
　
ヲ

上
　
林
　
開
二
　

景
　
華
一

　
　
シ

芳
　
�
　
含
レ
　

�
　
散

嫩
　
柳
　
帶
レ
　

風
　
斜

　
　
　
　
ニ
シ
テス

ル

シ
ケ
カ
ラ
ン
ト

庭
　
煥
　
將
レ
　

滋
　
草

　
　
ノ

ザ
ル 　

　
　
　
ヒ
ラ
カ

林
　
�
　
未
レ
　

笑
　
�

　
　
ヲ

鶉
　
衣
　
�
二
　

野
　
坐
一

　
　
ル

　
　
ニ

鶴
　
蓋
　
入
二
　

山
　
家
一

　
　
　
カ
ニ

芳
　
�
　
塵
　
思
　
寂

拙
　
場
　
風
　
�
　
譁ヤ

マ

琴
　
�
　
興
　
未
　
已

　
　
カ
　
　
　
セ
ン

　
　
ノ

　
　
ヲ

誰
　
載
二
　

�
　
池
　
車
一

  

、
、

  

、
、

　
長
王
宅
に
於
て
、
初
春
の
風
氣
を
歌
ふ
な
り
。
帝
里
は
帝
�
と
同
じ
。
上
林
は
特
に
禁
苑
を

  

、
、

  
、

言
ふ
。
長
王
は
皇
系
に
屬
す
る
人
、
上
林
の
�
字
を
使
用
す
る
�
以
。
景
華
は
春
の
物
華
。
�

  

、

  

、

  

、

  

、
、
ア
ウ

は
散
じ
、
柳
は
斜
、
己
に
�
氣
な
る
を
知
る
。
庭
�
、
燠
は
�
な
り
。
庭
は
�
な
る
が
故
に
、
草

シ
ゲ

色
漸
く
滋
か
ら
ん
と
す
る
も
、
林
中
は
�
う
し
て
、
未
だ
開
か
ざ
る
�
あ
り
。
初
春
の
氣
分
然

  

、
、

　
　
ハ
　
　
　
ナ
リ

△
　
　
シ

  

△
ノ

る
な
り
。
鶉
衣
は
貧
�
の
�
。『
荀
子
』
に
子
夏
貧
。
衣
若
二

縣
鶉
一

と
あ
り
。「
ウ
ヅ
ラ
」
な
る

  

、
、
、

鳥
は
尾
短
か
く
、
色
美
な
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
�
野
坐
、
句
意
解
し
難
き
が
、
案
ず
る
に
自
分
を

  

、
、

  

、
、

  

、

�
遜
し
て
我
は
鶉
衣
の
徒
、
野
坐
を
�
ふ
が
其
の
分
な
る
に
、
今
や
鶴
蓋
し
て
山
家
に
入
ら
ん

△

と
は
、
山
家
は
長
王
の
宅
を
言
ふ
な
ら
ん
。
而
し
て
芳
�
は
或
は
茅
�
の
�
寫
な
ら
ん
。
茅
�

  

、
、
、

と
す
れ
ば
、
�
の
芳
�
と
極
め
て
合
す
。
塵
思
寂
、
茅
�
は
塵
思
を
斷
つ
、
斷
つ
が
故
に
寂
寥

  

、
、
、
、
、

  

、
、
、
、
、  

、
、
、
、
、

た
り
。
拙
場
風
�
譁
何
等
の
意
味
を
表
は
す
に
や
、
�
を
得
ず
。
琴
�
興
未
已
、
誰
載
�
池
車
、



�
池
は
�
家
池
な
ら
ん
。
高
陽
池
と
も
云
ふ
。
晉
書
に
、
�
�
氏
荊
土
の
豪
族
、
佳
園
池
を
有

ヤ
マ

す
。
興
未
だ
已
ざ
る
を
以
て
車
を
囘
す
勿
れ
の
意
味
な
ら
ん
。
此
の
篇
は
一
氣
貫
�
せ
ず
、
支

離
滅
裂
の
詩
な
り
。
長
き
を
欲
し
て
、
而
か
も
短
の
用
を
爲
さ
ず
。
惜
む
可
し
、
惜
む
可
し
。

五
言
七
夕　

　
シ

　
　
ニ

仙
　
期
　
�
二
　

織
　
室
一

　
　
フ

　
　
ニ

�
　
駕
　
�
二
　

河
　
邊
一

笑
　
臉
　
飛
　
�
　
映

愁
　
心
　
燭
　
處
　
�

　
　
ハ

　
　
ミ

　
　
ノ
　
　
　
キ
ヲ
　
　
エ

昔
　
惜
二
　

河
　
難
一レ

越

　
　
ハ

　
　
ム

　
　
ノ
　
　
　
キ
ヲ
　
　
リ

今
　
傷
二
　

漢
　
易
一レ

旋

　
　
カ

　
　
ク

誰
　
能
　
玉
　
機
　
上

　
　
　
メ
テ
　
　
ヲ
　
　
　
タ
ン

　
　
ヲ

留
レ
　

怨
　
待
二
　

明
　
年
一

  

、
、

  

、　
　
ノ

△

　
　
　
ク
ハ　
　
レ
△

　
　
ム

　
　
ヲ

　
　
ニ　
　
ム

ナ
サ

  

△
ヲ

　
仙
期
は
仙
家
佳
期
な
り
。
唐
の
李
義
山
の
詩
に
恐
　

是
仙
家
好
二

別
離
一。
故
�
三

迢
遞
作
一

佳
期

  

、
、

カ
サ
サ
ギ

一

と
あ
り
。
織
室
は
織
女
に
今
夕
は
佳
期
で
あ
る
と
呈
示
す
る
。
此
の
夕
烏
鵲
河
を
�
め
て
橋
を

  

、
、
、
、
、

  

、
、

成
し
、
以
て
牽
牛
と
織
女
と
を
渡
す
な
り
。
�
駕
�
河
邊
是
れ
な
り
。
笑
臉
、
臉
は
笑
臉
、
玉
  

、
、
、

臉
、
妝
臉
な
ど
成
語
し
て
、
顏
面
の
義
に
用
ふ
。
飛
�
映
は
、
�
の
如
く
美
麗
な
る
意
味
の
み
。

  

、
、
、
、
、

愁
心
燭
處
�
、
曾
て
天
帝
の
力
に
依
て
牽
牛
と
織
女
が
婚
を
爲
し
た
る
時
、
織
を
廢
せ
ず
ん
ば
、

七
月
七
夕
の
み
會
す
る
な
ら
ず
、
一
年
三
百
六
十
五
日
會
合
出
來
る
な
り
。
然
る
に
婚
後
、
織

も
廢
し
た
る
が
爲
め
、
天
帝
の
怒
り
に
觸
れ
、
�
に
離
別
せ
ら
れ
、
僅
か
に
七
月
七
夕
に
限
り

て
、
一
度
の
會
合
を
許
さ
る
。
愁
心
は
燭
處
に
�
え
ざ
る
べ
け
ん
や
。
蓋
し
自
業
自
得
な
り
。

  

、
、
、
、
、

昔
惜
河
難
越
、
銀
河
を
隔
て
ゝ
二
星
が
會
合
す
る
能
は
ず
。
然
る
に
今
夕
は
烏
鵲
河
を
�
め
橋

を
作
り
、
以
て
渡
る
を
得
た
り
。
唯
天
漢
の
旋
り
易
き
を
傷
む
。
刻
刻
に
時
は
�
ぎ
去
れ
ば
な

  

、
、
、

り
。
玉
機
上
、「
ハ
タ
」
の
上
に
於
て
、
怨
を
懷
き
て
以
て
明
年
を
待
つ
も
の
は
誰
ぞ
。
織
女
星

是
な
り
。
此
の
篇
は
、
唐
律
の
正
體
、
�
仄
諧
調
、
曾
て
失
格
の
處
無
し
。
�
首
に
比
較
す
れ



ば
、
�
手
に
出
る
か
の
�
あ
り
。
余
の
此
を
取
て
、
彼
を
�
つ
る
�
以
。

　
　
ニ
　
　
ス

　
　
ヲ

　
　
ノ　
　
ヲ

五
言
秋
日
於
二

長
王
宅
一

宴
二

新
羅
客
一

賦
得
二

時
字
一

�
　
地
　
山
　
園
　
宅

秋
　
天
　
風
　
月
　
時

　
　
テ

　
　
ヲ

　
　
キ

　
　
ヲ

置
レ
　

酒
　
開
二
　

桂
　
賞
一

サ
カ
サ
マ
ニ
　
　
　
シ
テ
　
　
フ

　
　
ヲ

倒
　
�
　
�
二
　

�
　
�
一

　
　
リ

　
　
レ

　
　
ノ

人
　
是
　
�
　
林
　
客

　
　
ハ

　
　
チ

曲
　
�
　
鳳
　
樓
　
詞

�
　
�
　
千
　
里
　
外

白
　
雲
　
一
　
相
　
思

  

、
、

  

、
、

  

、
、

  

、
、

　
桂
賞
、
月
は
桂
樹
を
着
け
て
美
。
�
期
、
人
は
�
�
を
以
て
香
し
と
す
。
倒
�
是
れ
は
�
來

見
る
を
得
ざ
る
の
事
、
因
て
記
す
。「
三
國
志
王
粲
傳
」
に
、
蔡
�
は
才
學
顯
著
、
�
廷
に
貴
重

せ
ら
る
。
賓
客
座
に
盈
つ
、
粲
が
門
に
在
る
と
聞
く
や
、【
訪
問
せ
る
な
り
】
�
を
倒
に
し
て
之

を
�
ふ
、
曰
く
此
れ
王
孫
異
才
あ
り
、
吾
如
か
ざ
る
な
り
と
。
今
や
人
を
訪
ふ
、
玄
關
に
待
つ

  

、
、

  

、
、

こ
と
�
時
、
倒
�
の
事
、
天
下
跡
を
�
つ
。
�
林
、
鳳
樓
、
�
は
凡
鳥
、
鳳
は
仙
鳥
、
事
實
の

�
字
な
る
も
、
國
家
安
康
を
解
釋
す
る
筆
法
と
同
じ
く
見
れ
ば
、
�
林
の
客
は
怒
ら
ざ
る
を
得

ず
。
而
か
も
主
客
共
に
桂
賞
�
期
の
人
、
無
事
に
散
會
せ
る
は
、
洵
と
に
天
下
太
�
の
秋
な
れ

ば
な
り
。


